
118

本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
のい
ま
②

広
島
県
呉
市
の
島
（々
前
篇
）

調
報
査
告

本
財
団
で
は
、
令
和
五
年
七
月
一
〇
日
か

ら
一
三
日
に
か
け
て
、
広
島
県
呉
市
の
島
々

（
小
規
模
離
島
お
よ
び
架
橋
島
）
の
現
状
調
査
を

実
施
し
た
。
本
誌
で
は
、
そ
の
結
果
を
前
後

篇
の
二
回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。
本
稿
で

は
、
ま
ず
同
市
の
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域

で
あ
る
情な

さ
け

島じ
ま

と
三み

角か
ど

島じ
ま

（
そ
れ
ぞ
れ
七
月
一
〇
、

一
二
日
時
点
）
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

�

情
島�―

生
活
環
境
の
維
持
と
交
流
人
口
の
創
出

生
活
航
路
維
持
と
対
岸
地
域
と
の
連
携

呉
市
の
法
指
定
離
島
は
情
島
（
四
人
、
令
和

二
年
国
勢
調
査
）、
斎い

つ
き

島し
ま

（
一
二
人
）、
三
角
島

（
一
六
人
）
の
三
島
で
、
い
ず
れ
も
人
口
が
二

〇
人
に
満
た
な
い
小
さ
な
島
で
あ
る
。
後
ろ

航路
橋

下蒲刈島

情島

上蒲刈島

豊島

斎島

三角島

大崎下島
久比

大崎上島呉市
阿賀

広島県

愛
媛
県

岡村島

二
つ
の
島
が
本
州
と
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
る

と
び
し
ま
海
道
沿
い
の
豊と

よ

島し
ま

や
大
崎
下
島
か

ら
渡
る
の
に
対
し
、
も
っ
と
も
人
口
が
少
な

い
情
島
は
呉
市
街
地
と
広ひ

ろ

地
区
の
間
に
位
置

す
る
阿あ

賀が

地
区
と
航
路
で
結
ば
れ
て
い
る
。

片
道
二
五
分
、
日
曜
祝
日
・
正
月
な
ど
を
除

く
毎
日
運
航
で
、
昨
年
度
ま
で
は
一
日
三
便

で
あ
っ
た
が
、
利
用
者
が
少
な
い
た
め
今
年

四
月
か
ら
二
便
に
減
便
と
な
っ
た
。

阿
賀
～
情
島
航
路
（
一
真
海
運
）
は
、
貨
物

定
期
航
路
事
業
で
旅
客
定
期
航
路
事
業
で
は

な
い
た
め
、
離
島
航
路
整
備
法
に
基
づ
く
離

島
航
路
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
国
の
欠
損
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
赤
字
は
呉
市

が
単
独
で
補
て
ん
し
て
い
る
。
補
助
額
は
年

間
八
〇
〇
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
市
交
通
政
策

課
の
担
当
者
は
「
離
島
の
住
民
が
暮
ら
し
続

け
て
い
く
た
め
に
も
、
生
活
航
路
を
残
し
て
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い
く
こ
と
が
必
要
」
と
話
す
。

情
島
は
島
の
大
部
分
が
山
林
で
、
耕
地
は

少
な
い
。
集
落
は
一
カ
所
の
み
で
、
定
期
船

が
発
着
す
る
港
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
。

島
内
に
商
店
や
宿
な
ど
の
商
業
施
設
は
な
い
。

情
島
生
ま
れ
の
漁
師
で
前
区
長
の
中
濱 

悟

さ
ん
に
よ
る
と
、
実
質
的
な
人
口
は
四
世
帯

六
人
で
、
す
べ
て
高
齢
者
だ
と
い
う
。
現
在

七
十
代
の
中
濱
さ
ん
が
小
学
生
の
頃
は
、
人

口
一
二
〇
人
強
で
情
島
小
中
学
校
に
は
児
童

生
徒
合
わ
せ
て
五
〇
人
以
上
が
い
た
が
、
少

子
高
齢
化
が
進
み
中
学
校
は
昭
和
五
九
年
三

月
に
閉
校
、
小
学
校
は
平
成
二
年
四
月
か
ら

休
校
中
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
避
難
所
と

し
て
の
活
用
の
み
で
あ
る
。
避
難
所
の
草
刈

り
な
ど
は
阿
賀
市
民
セ
ン
タ
ー
（
市
支
所
）
の

職
員
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
。

暮
ら
し
に
必
要
な
食
料
品
や
生
活
用
品
に

つ
い
て
、
中
濱
さ
ん
は
「
阿
賀
の
ミ
ナ
ト
ス

ト
ア
ー
（
ス
ー
パ
ー
）
に
注
文
。
朝
方
に
電
話

で
頼
む
と
阿
賀
港
ま
で
配
達
し
て
く
れ
、
お

昼
の
便
で
船
長
が
島
ま
で
届
け
て
く
れ
る
。

運
送
料
は
八
〇
円
／
回
（
少
し
大
き
な
も
の
は

一
〇
〇
円
）
な
の
で
、そ
れ
ほ
ど
買
い
物
に
困

っ
て
い
な
い
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
一
〇
キ
ロ
ボ

ン
ベ
）
も
一
〇
日
に
一
度
く
ら
い
の
割
合
で
、

呉
の
糧
配
と
い
う
会
社
が
持
っ
て
き
て
く
れ

る
。
灯
油
も
同
様
」
と
話
す
。

こ
の
ほ
か
中
濱
さ
ん
は
、
年
間
で
五
週
間

ほ
ど
島
外
に
出
て
お
り
、
本
土
で
買
い
物
を

し
て
か
ら
島
に
戻
る
こ
と
も
あ
る
。
金
融
機

関
は
漁
協
や
郵
便
局
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
。

「
濃
霧
や
台
風
に
よ
る
船
の
欠
航
が
あ
り
不

便
。
む
し
ろ
冬
の
方
が
欠
航
率
は
低
い
く
ら

い
。
し
か
し
、
ま
ず
航
路
が
あ
る
こ
と
が
重

要
。
便
数
が
増
え
る
と
あ
り
が
た
い
」

中濱 悟前情島区長。生まれも育ちも情島。



120

産
業
振
興
と
交
流
の
可
能
性

中
濱
さ
ん
の
生
業
は
漁
業
（
阿
賀
漁
協
組
合

員
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
刺
し
網
漁
や
タ
コ

壺
漁
で
生
計
を
立
て
て
き
た
。
水
揚
げ
し
た

魚
は
阿
賀
へ
出
荷
す
る
。
競
り
で
決
定
し
た

お
金
を
船
長
が
昼
の
便
で
中
濱
さ
ん
に
直
接

渡
し
に
来
る
と
い
う
。
中
濱
さ
ん
は
、
仲
介

手
数
料
を
船
長
に
渡
し
、
残
り
の
分
を
受
け

取
る
。

近
年
、
魚
が
獲
れ
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

仲
買
人
も
減
少
し
て
い
る
。中
濱
さ
ん
は
、漁

船
を
二
隻
保
有
し
て
い
る
が
、
漁
獲
の
減
少

や
高
齢
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

漁
に
出
る
回
数
は
減
っ
て
い
る
と
い
う
。
な

お
、
漁
船
の
定
期
検
査
は
音お

ん

戸ど

地
区
（
倉
橋

島
）
の
造
船
所
で
行
な
っ
て
い
る
。

島
の
住
民
は
、
自
家
用
と
し
て
畑
で
タ
マ

ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
豆
な
ど
を

栽
培
し
て
い
る
。
し
か
し
、こ
の
頃
は
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
が
多
く
困
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
対
策
と
し
て
金
網
を
三
百
枚
ほ
ど
設
置
し

た
が
、
継
続
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

生
活
の
上
で
の
課
題
は
、
水
の
確
保
。
現

在
は
井
戸
か
ら
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て
い
る

が
、電
気
が
止
ま
っ
た
ら
使
用
で
き
な
い
。生

活
ゴ
ミ
は
各
自
が
船
ま
で
持
っ
て
行
き
、
阿

賀
地
区
の
ゴ
ミ
と
と
も
に
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
く
れ
」
で
処
理
さ
れ
る
。
急
な
病
気
や

ケ
ガ
な
ど
は
、
広
地
区
に
あ
る
東
消
防
署
へ

連
絡
す
る
と
海
上
保
安
庁
の
船
が
来
て
、
呉

共
済
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
。

情
島
を
訪
れ
る
観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、
瀬
渡
し
な
ど
の
釣
り
客
が
来
る
程
度
で

あ
る
。
中
濱
さ
ん
に
よ
る
と
、
夜
の
釣
り
人

が
上
陸
し
て
治
安
な
ど
に
不
安
が
あ
る
の
で
、

港
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
が
で
き
る
と

あ
り
が
た
い
と
い
う
。
お
盆
や
正
月
な
ど
の

帰
省
者
も
減
っ
て
お
り
、
五
年
く
ら
い
前
か

ら
は
島
の
祭
り
も
や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
法
事
な
ど
も
阿
賀
の
宝
徳
寺
へ
出
向
い

て
行
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
年
に
一
度
、
報ほ

う

恩お
ん

考こ
う

の
日
だ
け
は
船
代
を
出
し
て
住
職
に
来

て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
最
近
、
島
出
身
者

が
大
阪
の
方
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
空
き
家
の

改
修
を
行
な
い
、宿
泊
所
（
合
宿
所
）
を
整
備

す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
市
内

の
地
域
づ
く
り
団
体
が
近
隣
の
学
生
な
ど
を

情島の集落風景。
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な
ど
で
集
め
た
ゴ
ミ
の
回
収
（
搬
送
）
に
対
す

る
支
援
や
、
島
で
の
滞
在
場
所
の
確
保
が
必

要
。
彼
ら
の
よ
う
な
交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
に
も
、
も
う
少
し
航
路
の
便
数
が
増
え
る

と
あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

三
角
島�

―
産
業
と
交
流
創
出
の
新
た
な
動
き

久く

比び

地
区
と
結
び
つ
き
の
強
い
住
民
生
活

三
角
島
は
、
大
崎
下
島
の
久
比
地
区
の
北

西
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
久
比
と

三
角
島
の
間
を
フ
ェ
リ
ー
が
一
日
四
～
七
便

で
結
ん
で
い
る
。
な
お
、
島
の
西
端
部
の
五

分
の
一
ほ
ど
が
旧
豊と

よ

浜は
ま

町
域
で
、
集
落
は
定

期
船
が
発
着
す
る
南
側
の
旧
豊ゆ

た
か

町
域
の
み
に

あ
る
。
人
口
は
一
六
人
で
、
高
齢
化
率
は
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
て
い
る
（
令
和
二
年
国

勢
調
査
）。

お
も
な
産
業
は
農
業
で
、
温
州
ミ
カ
ン
や

レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
栽
培
が
中
心
。
島
の
住

民
の
ほ
か
に
、
豊
島
や
大
崎
下
島
な
ど
か
ら

の
出
耕
作
者
も
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
は
民

間
鉄
工
会
社
の
工
場
が
あ
っ
た
が
、
平
成
二

七
年
の
三
角
太
陽
光
発
電
所
の
竣
工
に
と
も

な
い
営
業
を
停
止
。
い
ま
で
は
一
日
あ
た
り

最
大
四
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
量
を
誇

る
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

島
内
に
商
店
な
ど
は
な
い
た
め
、
買
い
物

は
す
べ
て
島
外
。
対
岸
の
久
比
地
区
に
Ａ
コ

ー
プ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
が
あ
り
、

食
料
品
や
日
用
品
は
購
入
可
能
な
た
め
、
日

常
生
活
に
困
る
こ
と
は
な
い
が
、
呉
ま
で
出

る
人
も
い
る
と
い
う
。

医
療
は
、
大
崎
下
島
な
ど
の
と
び
し
ま
海

道
沿
い
の
病
院
・
診
療
所
に
通
院
す
る
ほ
か
、

呉
市
街
の
中
国
労
災
病
院
へ
通
っ
て
い
る
。

令
和
二
年
に
久
比
地
区
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
う
ら
に
わ
」
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

を
機
に
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

住
民
も
あ
る
。

レ
モ
ン
を
活
用
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

平
成
二
七
年
、
呉
市
出
身
の
三
宅
紘
一
郎

情
島
に
呼
び
込
み
、
ゴ
ミ
拾
い
を
行
な
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
み

ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
主
宰
者

は
「
情
島
に
興
味
を
持
つ
大
学
生
な
ど
は
一

定
程
度
い
る
。
彼
ら
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定期船が発着する三角港。
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さ
ん
が
「
地
域
に
根
差
し
た
多
様
性
の
あ
る

日
本
酒
文
化
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
日
本
酒
を
通
じ
て
地
域
の
力
を
引
き

出
し
た
い
」
と
三
角
島
に
「
ナ
オ
ラ
イ
株
式

会
社
」
を
設
立
し
た
。
島
の
レ
モ
ン
を
使
っ

た
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
レ
モ
ン
酒「M

IKAD
O

 
LEM

O
N

」（
日
本
酒
と
レ
モ
ン
を
原
料
と
し
た
リ

キ
ュ
ー
ル
）
の
発
案
を
契
機
に
、島
内
の
一
角

に
農
地
を
借
り
て
翌
年
か
ら
農
薬
や
ワ
ッ
ク

ス
、
防
腐
剤
、
化
学
肥
料
な
ど
を
一
切
使
用

し
な
い
レ
モ
ン
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
三
角
島
レ
モ
ン
ガ
ー
デ
ン
」と
名
付
け
ら
れ

た
農
園
で
は
、
現
在
、
三
〇
〇
本
を
超
え
る

レ
モ
ン
の
木
が
育
て
ら
れ
て
い
る
。

同
社
の
廣
中
悠
人
さ
ん
に
よ
る
と
、
三
角

島
で
生
産
し
た
レ
モ
ン
は
、
久
比

地
区
の
加
工
場
で
レ
モ
ン
酒
の
製

造
用
の
ほ
か
、
ピ
ー
ル
や
レ
モ
ン

オ
イ
ル
な
ど
の
製
品
に
加
工
さ
れ

る
と
い
う
。主
力
商
品
の
一
つ「
琥こ

珀は
く

浄じ
ょ
う

酎ち
ゅ
う（

日
本
酒
を
低
温
で
蒸
留
し
て

オ
ー
ク
樽
に
入
れ
、
そ
こ
に
レ
モ
ン
ピ

ー
ル
を
漬
け
込
む
）」
は
、神じ

ん

石せ
き

高こ
う

原げ
ん

町
に
あ
る
ナ
オ
ラ
イ
の
浄
溜
所
に

原
料
を
送
っ
て
醸
造
さ
れ
る
。
廣

中
さ
ん
は
「
将
来
的
に
は
、
久
比

地
区
で
酒
造
り
ま
で
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
話
す
。

現
在
、
ナ
オ
ラ
イ
は
、
正
社
員

四
人
、
パ
ー
ト
を
一
〇
人
程
度
雇

用
す
る
ま
で
に
成
長
。
同
社
の
商

品
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
販
売
に

ナオライの三角本社。

スパークリングレモン酒「MIKADO LEMON」（左）をはじめナオライの商品。久比
地区の加工所兼事務所にて。
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加
え
、
東
京
や
大
阪
を
は
じ
め
都
市
部
の
有

名
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
、
小
売
店
な
ど
を
中
心

に
取
り
扱
い
が
あ
り
、
販
路
も
徐
々
に
拡
大

し
て
い
る
と
い
う
。

三
宅
さ
ん
は
「
レ
モ
ン
酒
を
販
売
す
る
こ

と
も
重
要
だ
が
、
こ
の
お
酒
を
き
っ
か
け
に

消
費
者
と
産
地
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
レ

モ
ン
酒
を
飲
ん
で
く
れ
た
方
を
島
に
呼
び
、

生
産
の
現
場
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

農
業
の
楽
し
さ
や
過
酷
さ
、
三
角
島
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
、
い
ず
れ
は
、
商
品
を
手

に
取
る
と
生
産
地
や
土
地
の
人
々
が
思
い
浮

か
ぶ
よ
う
な
状
態
を
作
り
出
せ
た
ら
」
と
話

す
。
実
際
に
、
こ
れ
ま
で
に
五
〇
〇
人
以
上

の
方
が
島
を
訪
れ
、
レ
モ
ン
栽
培
や
植
樹
を

体
験
し
た
と
い
う
。
呉
市
の
企
画
課
の
担
当

者
は
「
全
国
か
ら
若
い
年
代
の
見
学
者
も
多

く
、
久
比
地
区
や
三
角
島
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。側
面
的
な
支
援
が
で
き
た
ら
」

と
、
同
社
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
る
。

三
宅
さ
ん
は
「
三
角
島
で
始
ま
っ
た
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
『M

IKAD
O

モ
デ
ル
』

加
工
場
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
離
島
振
興
事

業
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
同

社
は
、
レ
モ
ン
づ
く
り
体
験
な
ど
で
三
角
島

を
訪
れ
る
人
た
ち
の
拠
点
と
し
て
、
久
比
に

交
流
施
設
を
整
備
し
た
い
と
の
意
向
も
あ
る

そ
う
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
三
角
島

の
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
離
島
活
性
化
交
付

金
な
ど
を
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で

き
る
と
有
効
で
は
な
い
か
。
人
口
規
模
の
小

さ
い
他
の
島
々
の
振
興
の
可
能
性
の
拡
大
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

令
和
六
年
度
の
国
土
交
通
省
国
土
政
策
局

関
係
予
算
の
概
算
要
求
概
要
を
み
る
と
、
離

島
活
性
化
交
付
金
お
よ
び
離
島
広
域
活
性
化

事
業
の
交
流
促
進
等
の
事
業
が
、「
離
島
地
域

の
振
興
に
効
果
的
で
あ
る
場
合
は
、
離
島
地

域
外
で
も
対
象
と
な
る
」
よ
う
に
拡
充
す
る

方
向
と
な
っ
て
い
る
。
小
規
模
離
島
の
振
興

を
後
押
し
す
る
も
の
と
注
目
し
て
い
る
。

 

（
後
篇
へ
続
く
）

 

（
小
山
田
・
森
田
）

と
し
て
、
い
ず
れ
全
国
で
展
開
し
て
い
き
た

い
。
こ
の
た
め
に
も
船
の
増
便
な
ど
、
島
を

行
き
来
す
る
利
便
性
が
高
ま
る
と
嬉
し
い
」

と
展
望
を
語
る
。

対
岸
地
域
と
一
体
と
な
っ
た�

島
づ
く
り
を

呉
市
の
離
島
は
い
ず
れ
も
人
口
が
二
〇
人

に
満
た
な
い
小
さ
な
島
々
で
あ
る
。
島
内
に

商
業
施
設
や
医
療
機
関
な
ど
は
な
く
、
そ
の

た
め
住
民
生
活
に
必
要
な
物
資
や
サ
ー
ビ
ス

の
多
く
を
対
岸
地
域
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
第
一
次
産
業
や
観
光
振
興
な
ど
も
島

単
独
で
は
限
り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
離
島
に
つ
い
て
は
、
対

岸
地
域
と
一
体
的
に
振
興
を
図
っ
て
い
く
視

点
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
述
の
通
り
、
ナ
オ
ラ
イ
で
は
三
角
島
で

収
穫
し
た
レ
モ
ン
を
対
岸
の
久
比
地
区
で
加

工
し
て
い
る
が
、
大
崎
下
島
が
本
土
と
結
ば

れ
離
島
振
興
実
施
地
域
か
ら
外
れ
た
た
め
に
、


